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(57)【要約】
【課題】仮想的なセールスマンは、仮想的なマネキンの
組み合わせである。仮想的なマネキンは、プレキシグラ
ス（商標）又は他の透明な材料からなるカットアウトで
ある。カットアウトは、背面に貼られてそれを高解像度
の投影スクリーンとする特別な投影箔を有している。先
に記録された俳優又はアニメのキャラクタのビデオは、
次に、カットアウトに投影され、それにより生きている
ようなビデオ画像を作り出す。売店内に設けられた又は
ブース構造内に設けられた音楽用のスピーカが設けられ
ている。仮想的セールスマンは、これをユーザが選択可
能なオプションを有するタッチスクリーン式売店又はタ
ッチスクリーンに組み合わせる。各オプションは、タッ
チスクリーン又はタッチスクリーン式売店において選択
されたオプションに関連付けられた動画像及び又は音声
の指示を有している。仮想的セールスマンは、タッチス
クリーン又はタッチスクリーン式売店において選択され
オプションに対して、カットアウトの仮想的セールスマ
ンにおける視覚的及び音声的な記録を通じて、反応する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仮想的マネキンとタッチスクリーン又はタッチスクリーン・売店との間の技術的相互作
用的なプロセス。
【請求項２】
　仮想的マネキンとタッチスクリーン又はタッチスクリーン・売店との間の相互的映像及
び音声シーケンスの創造的エレメント。
【請求項３】
　仮想的マネキンとタッチスクリーン又はタッチスクリーン・売店との組合せ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ブースに関連し、より具体的にはしかもそれに限定されないが、商品及びサ
ービスを販売促進及び／又は販売するためのプロモーション用ブースに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチスクリーン式売店はほぼ１０年間出回っており、ショッピングモール、映画館、
及び世界中の空港で用いられている。
【０００３】
　タッチスクリーン式売店の問題の１つは、それらが人格を持っておらず、補助がなけれ
ば時間がかかりすぎることである。この問題が特に顕著なのは、売店が対象とする目標年
齢グループが技術と共に成長しておらず、したがって理解することが難しい場合である。
【０００４】
　ショッピングモール、空港及びショールームでのインウィンドウ広告ディスプレイにお
いて、仮想的なマネキンが仮想アシスタントとして用いられている。仮想的な，マネキン
は、投影箔の層が取り付けられたガラス、プレキシグラス（商標）又は他の透明な材料の
カットアウトである。カットアウトは、投影機及びスピーカと組み合わされて用いられ、
そこでは、先に記録されているビデオがカットアウトに投影されて、実物大の動画を作り
出す。画像及びカットアウトは様々な形態を取ることができ、例えば漫画のキャラクタか
ら人物まで、さらにはキャラクタ又は人物がそこに実際にいるような印象を作り出す。仮
想的なマネキンに関連付けられた問題は、それらは聴衆と相互対応ができないことである
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、先行技術に関連付けられた問題のいくつかを少なくとも部分的に軽減
する仮想アシスタントを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に従って、ブースは、
　－画像を投影するための投影手段と、
　－画像がその上に表示される投影フィルムのカットアウトと、
　－ユーザが選択可能な複数の選択肢を有するインターフェースであって、各選択肢が選
択肢に関連付けられた動画を有している、インターフェースと、
　－ユーザが選択肢を選択するときに、ユーザによって選択された選択肢に関連付けられ
た動画の投影を開始させるトリガー手段と、
を有する。
【０００７】
　ブースは、モーション・センサを有している。
【０００８】
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　モーション・センサが動きを検出すれば、トリガー手段が紹介動画の投影を開始させる
。
【０００９】
　投影手段は、ブースの一構造に固定された投影機である。
【００１０】
　動画は、投影機によって投影されたディジタル・ビデオであってもよい。
【００１１】
　ブースは、動画に関連付けられた音を発するスピーカを備えていてもよい。
【００１２】
　投影フィルムのカットアウトは人物像である。
【００１３】
　インターフェースはタッチスクリーン・インターフェースであり、ユーザが選択可能な
選択肢を格納及び提供するコンピュータを含んでいてもよい。
【００１４】
　ユーザが選択可能な選択肢に関連付けられた動画及び／又はディジタル・ビデオは、コ
ンピュータに格納されている。
【００１５】
　トリガー手段は、コンピュータによって実行されるものであり、動画又はディジタル・
ビデオを投影手段に送信する命令であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本発明の一実施形態は、下記の図面を参照して、ただの例として説明される。
【図１】図１は、本発明に係るブースの概略斜視図である。
【図２】図２は、図１のブースの概略上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　特徴が数字等で示された図を参照することで、ブースは概ね数字の１によって示されて
いる。
【００１８】
　ブース１は、画像投影するディジタル投影機２の形態である投影手段と、投影機２によ
って投影された画像をその上に表示する投影フィルム３のカットアウトとを有している。
ブースは、さらに、ユーザが選択可能な複数の選択肢を有するタッチスクリーン式売店　
４の形態のインターフェースを有している。各選択肢は、当該選択肢に関連付けられた動
画５を有している。動画は、タッチスクリーン式売店に接続されたコンピュータにディジ
タル・ビデオの形態で保存されている。コンピュータは、さらに投影機２に接続され、ユ
ーザが選択肢を選択するときにユーザによって選択された選択肢に関連付けられた動画の
投影を開始させるトリガー手段を有している。トリガー手段は、タッチスクリーン式売店
上の特定の選択肢をユーザが選択するときに、特定の動画の投影を開始させる。
【００１９】
　カットアウト５は、概ね人物像であり、どのような寸法でもよい。ブースは、動画に関
連付けられた音を発するスピーカを有している。動画５は、カットアウト３と同じ位置に
立っている人物のディジタル・ビデオを記録することによって先に記録されている。人物
が喋ったり、動作がカットアウトの領域を超えない程度の小さな動作をしたりする場合は
、実際の人が売店の横に立っているように印象が生じる又は作り出される。
【００２０】
　使用の際には、ブースは、ショッピングモール、空港又は他の公共の場所に設置され、
可能性があるユーザがブースを通りすぎる時を検出する。これは、紹介動画５の再生を開
始させる。紹介画像は、可能性のあるユーザの注意を引きつけ、その人物が売店４を使う
気にさせるのに用いられる。また、紹介画像は、ユーザに売店４の使用方法についての指
示を与えてもよいし、又はそこで利用可能でありユーザが選択可能な選択肢についての情
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報を提供してもよい。次にユーザは、売店のユーザが選択可能な選択肢から選択肢を選択
し、それによりカットアウト５に投影される特定の選択肢に関連付けられた動画を投影す
る。例えば、ユーザがさらに利用可能な選択肢へと導く選択肢を選択すれば、ユーザが選
択可能な選択肢のさらなるセットが売店４のタッチスクリーン上に現れる。動画は、さら
なるセットの選択肢を通じてユーザを案内する。選択肢が特定の製品又はサービスに関連
していれば、動画５はユーザに対して製品又はサービスについてのさらなる情報を提供で
きる。売店４は、ユーザが製品への支払いに利用可能なクレジットカード読み取り機を有
していてもよい。そこでは、動画５は、製品への支払いがされた後に製品の返還に関する
情報をさらに提供してもよい。
【００２１】
　本発明は、先行技術に関連付けられた問題を少なくとも部分的に低減できるブースを提
供するだろうことが予測される。さらに、ブースは、ユーザが親しみを感じるインターフ
ェースを提供することで、可能性があるユーザに売店を利用する気にさせ、売店において
利用可能な選択肢をどのように利用するかを案内するであろうことが予測される。
【００２２】
　本発明は、ここで記載された正確な詳細内容に制限されない。例えば、カットアウトを
人物像にする代わりに、空想の又は漫画のキャラクタの形状にしてもよい。さらに、タッ
チスクリーン式売店を用いる必要はなく、そこでは手で操作可能ないかなるコンピュータ
・インターフェースを利用可能である。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年2月15日(2013.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を投影するための投影手段と、前記画像がその上に表示される投影フィルムのカッ
トアウトと、
　ユーザが選択可能な選択肢を有するインターフェースであって、各選択肢が当該選択肢
に関連付けられた動画を有している、インターフェースと、
　ユーザが前記選択肢を選択するときに、ユーザによって選択された選択肢に関連付けら
れた動画の投影を開始させるトリガー手段と、
を備えるブース。
【請求項２】
　モーション・センサを有する、請求項１に記載のブース。
【請求項３】
　前記モーション・センサが動きを検出すれば、前記トリガー手段が紹介動画の投影を開
始させる、請求項２に記載のブース。
【請求項４】
　前記投影手段は、前記ブースの一構造に固定された投影機である、請求項１～３のいず
れかに記載のブース。
【請求項５】
　前記動画は前記投影機によって投影されたディジタル・ビデオである、請求項１～４の
いずれかに記載のブース。
【請求項６】
　前記動画に関連付けられた音を発するためのスピーカを備える、請求項１～５のいずれ
かに記載のブース。
【請求項７】
　前記投影フィルムの前記カットアウトは人物像である、請求項１～６のいずれかに記載
のブース。
【請求項８】
　前記インターフェースは、タッチスクリーン・インターフェースであり、ユーザが選択
可能な選択肢を格納及び提供するコンピュータを有している、請求項１～７のいずれかに
記載のブース。
【請求項９】
　前記ユーザが選択可能な選択肢に関連付けられた前記動画及び／又はディジタル・ビデ
オは、前記コンピュータに保存されている、請求項８に記載のブース。
【請求項１０】
　前記トリガー手段は、前記コンピュータによって実行されるものであり、前記動画又は
ディジタル・ビデオを前記投影手段に送信する命令を有している、請求項８又は９に記載
のブース。
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【国際調査報告】
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